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瀬戸市国民健康保険データヘルス計画（第２期）中間評価について 

 

１ データヘルス計画とは 

 政府の「日本再興戦略」を受け、平成２６年３月に保健事業指針の一部が改

正されました。これにより、すべての保険者は、健康・医療情報を活用して PDCA

サイクルに沿った効果的かつ効率的な保健事業の実施を図るため、保健事業の

実施計画（データヘルス計画）を策定し、実施することになりました。 

 この計画は、データを活用して科学的にアプローチすることで事業の実効性

を高めていくことがねらいとされています。 

 

２ 瀬戸市国民健康保険データヘルス計画  

【第１期】 平成２８年度から平成２９年度 ・・・ ２年間 

【第２期】 平成３０年度から令和５年度  ・・・ ６年間 

 

 ※令和２年度は【第２期】瀬戸市データヘルス計画から３年目の中間年と 

なるため、本計画の中間評価を実施します。 

 

３ 中間評価とは 

 データヘルス計画に策定されている保健事業について、各事業の事業評価を

行います。その結果、目標の達成状況を踏まえ、事業の実施方法等について改

善策を検討します。 

 【第２期】瀬戸市データヘルス計画に基づき、約３０の保健事業が実施して

おり、その全ての事業について事業評価を行います。その後、改善策等を検討

し、必要に応じて計画の見直し等を行います。 

 現在、事業評価のための作業を行っており、その結果に基づき、計画の見直

し等を検討していきます。評価内容に関して、改めて運営協議会委員のみなさ

まにお諮りする予定です。 

  

 ※【第２期】瀬戸市データヘルス計画で示されている「健康課題と対策の方

向性」及び代表的な事業として特定健康診査の事業評価結果について、別

紙をご参照ください。 
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健康課題と対策の方向性（瀬戸市国民健康保険データヘルス計画（第２期計画）P39 抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              瀬戸市が抱える１０の課題 

医療費・介護・死因に関すること 

１ 糖尿病・高血圧症などの生活習慣病が医療費の上位を占める。 

２ 1 人あたりの医療費が、愛知県内で高く、年々増加している。 

３ 現役世代では、脳血管疾患、糖尿病合併症が要介護の原因の多くを占める。 

４ 高額療養費のかかる心疾患等の基礎疾患として、糖尿病・高血圧症が多い。 

５ がんの医療費は入院外では高額上位で、がん種により差異はあるが死亡率も高い。 

疾病の受療数に関すること 

６ 生活習慣病の受療件数は、県平均と比べ多く、若年層からの発症が増加している。 

７ 乳房の悪性新生物（がん）の入院外の受療件数が多い。 

保健事業に関すること 

８ 特定保健指導を受ける人が少ない。また指導対象者以外にも、血糖・血圧・脂質に関する複

数のリスクを持つ人が一定数存在する。 

９ 健（検）診受診状況では、受診率の低い年代・性別がある。 

10  既存の保健事業は、健康に対し意欲や関心の高い人の参加に偏っている。

目    的 

市民が健康でいつまでもいきいきと暮らすことができる。 

１ 高血圧・糖尿病・がん予防の 
ポピュレーションアプローチの強化 
 
重点事業 
・減塩対策事業 
・広報活動事業強化 

３ 性・年代に応じた生活習
慣改善支援の実施 

 
重点事業 
・児童生活習慣病予防対策 
・若年層の健康診査(女性の健

 診、生活習慣病予防健診)

４ 重症化予防対策の実施 
 
重点事業 
★特定保健指導 
・早期介入保健指導  
・早期医療受診勧奨  
★糖尿病性腎症重症化予防事業 
★重症化リスクの原因調査 

 

５ 医療費適正化対策 
 
重点事業 
・健康保険制度や適正受診
の周知 

 

２ 健（検）診の強化 
 
重点事業 
・特定健診・がん検診の推進 
★受診勧奨（生活習慣病予防健診を
追加）やアンケートの実施 

 

市民・被保険者のあるべき姿（目標）：３つの目標 

１ 自分の健康状態を知ることができる。 

２ 疾病発症や重症化予防につながる行動ができる。 

３ 健康や社会保障制度に関心を持つことができる。 



保健事業計画の評価

1.特定健康診査の受診率及び目標値の推移について

2.メタボリックシンドローム該当者率の推移について
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特定健康診査受診率の推移 

瀬戸市 愛知県 瀬戸市目標値 

 平成30年度より、瀬戸市国民健康保険特定健康診査等実施計画（第３期計画）の元、特定

健康診査を実施している。 

 特定健康診査受診率は平成27年度以降、減少傾向である。目標値との差があるが、効果的

な受診勧奨の方法等を検討し、健診受診へとつなげる。 
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メタボリックシンドローム該当者率の推移 

瀬戸市 瀬戸市目標値 

 メタボリックシンドローム該当者率は、2割弱で推移している。 

 平成30年度の健診受診率は下がっているが、メタボリックシンドローム該当者率が増加し

ているため、今後の傾向を注視していきたい。 


